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緒三

本県に於ける日本脳炎は，昭和 39年に届出患

者l0名（内死亡 8名），昭和 40年に疑似患者

1名の届出があったのを最後として，以後3年間

は一例も患者の発生が見られなかったo然しなが

ら昭和4l年， 42年に行なつた本県に於ける日

ボ悩炎ウイ IVス（日脳ウイルス）の侵淫調査~ 2) 

では，県内全般にわたり必ずしも濃厚ではないが

明らかな日脳ウイルスの侵淫が認められている。

我々は昭和43年にも引続き本調査を実施した

のでその概要をのべる。

調査方法と結果

(1) 厚生省委託屠場豚のHAI抗体調査

本県では昭和42年度より厚生省の委託事業

として実施している。本年も昨年と同じく秋田

市近郊の豚を処理する秋田畜産公社屠畜場vc於

いて 6月1回， 6月～9月まで毎週 1回， 10 

月 1回，毎回20頭ずつ延べ 3へ80頭の生後6

~8ヶ月の幼豚を選び採血して，その血清vcっ

園 部 寿 昭

いて日脳ウイJVスに対する赤血球凝集抑制抗体

（以下HAI抗体と呼ぶ）を検査した。＼、ミ

検方法はすぺて厚生省指定の方法9によつ

て行なつた。

本年は表1vc示す如く ・,HAI抗体陽性を示

した豚が著るし＜少く 1• 8月下旬に始めて 1頭

(6彩）の抗体保有豚が認められ，その後9月

上旬に至り 1頭 (6彩）'i_o月初旬3頭(16 

彩）が認められたのみであつた。これを昭和 ＇ 

42年の成績と比較すれば，陽性豚の出現時期

もおそく，陽性率も前年は 10月1/ClOO彩に

達したが今年は僅かに 16彩の陽性率に達した

にすぎない。

に） 県内地域別屠場豚のHAI抗体分布調査

厚生省の指定事業とは別に，昭和40年よ

り県内の中央ならひK：県南，県北，由利の 4

地域の屠場豚の HAI抗体分布を調査しで名b

本年も横手，大館，及び本荘屠畜場で処理

された豚について， 7月1回， 8月 9月各2

回（本荘は 9月 1回）合計 28 0頭について

調査した成績と秋田屠場でのそれとをまとめ
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表l

厚生省委託屠畜場豚のHAI抗体調査成績

1 ] 

I 

採血 採血 検査 H A I 抗 体 価 HAI 2-ME 

<10 1;10 
2 0~  8 0 ツ̂ 320~ 1280~ 陽性率 感受性抗体

屠湯名 月 日 頭数 4 ox 160 X 640X 2560X (210)彩 保有率彩

秋田畜
5. 2 8 20 20 

゜産公社

” 6. 3 20 20 

゜” 10 20 20 

゜” 17 20 20 

゜” 24 20 20 

゜” 7. 2 20 20 

゜” 8 20 20 

゜II 1 5 20 20 

゜” 22 20 20 

゜／／ 29 20 20 

゜” 8. 6 20 20 

゜II 12 20 20 

゜” 1 9 20 20 

゜II 26 20 19 1 t彩

゜II 9. 2 20 19 1 5彩 (1) 1 0 0彩

” 
， 20 20 

゜II 16 20 20 

゜‘’ 
24 20 20 

゜” 10. 1 20 17 2 1 L6彩 (3) 10 0彩

計 380 376 1 3 1 (5)l3彩 (4) 8 0彩

※ 2-ME処理血清のHAI抗体が未処理血清のそれの 1/8倍以上HAI価の下がった血清は，
2 -ME感受性抗体を有するものと判定され，新鮮感染によるものと推定される。
又， 2-ME感受性抗体保有率はHAI陽性数に対する比で表わす。

表2 県内屠畜場別（県中央，県南，県北，由利） HAI抗体調査成讀表

三三塁］エ＿6（直I抗体陽暉

10月1日I380 I 376 
7月 1回
811 211 
911 211 I 100 I 100 

1~ 

岬お

ー 0雀
平鹿町 ー

］ 

II 

211 
2II 100 99 

゜゜I II （細）（碑4B) 8 2 I矢島町 2 
2 II 
l 11 80 77 1 1 

計 660 651 1 5 3 
9 9 
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各地域に於ける HAI抗体が陽性を示したのは

9月初旬県南横手屠場に 1頭， 9月下旬由利本荘

屠場に 3頭を認めたのみであり，県北地域大館屠

場に於ては抗体陽性豚を認めなかった。

前項の秋田屠湯での成績を加えても全県で660

頭中 9頭 (L3 69る）の HAI陽性豚を認めたの

みで，前年の年総計の陽性率に比較すれば痙めて

低率であった。（表 2参照）

(3) 秋田市周辺に飼育した囮豚の1-:IAI抗体の推

移と「コガクアカイエカ」の発生状況調査

屠湯豚による 日脳ウイルス感染調査と平行

して，囮豚を経時的に観察して日脳ウイルス保

有蚊の出現時期を観察した。即ち，秋田市の南

及び北部郊外のコガクアカイエカの発生すぺき

諸条件を満足する湯所三ケ所を調査場所に選定

した。これらはすぺて水田に近接した豚舎で，

1~2頭を飼育する豚舎に 1ヶ所 1頭ずつ生後

2ヶ月の幼豚を， 5月下旬から 9月下旬までの

表 3 囮豚の HkI抗体価の推移

芦
5 月 6 月 6 月 7 

3 1日 1 4日 2 8日 5 

秋田市

月

日

外旭川 1:40 ば20 1笠20 <10 

新藤田 ば80 1~40 1:20 1:20 

仁井田 1;80 1!40 1:20 1:20 
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間飼育し．毎月 2週間毎に採血してHAI抗体

の推移を鍋察した。又，同じ舎内に加藤式畜舎

用トラップ及び福留製作所製ライトトラップを

使用してコガクナカイエカの発生状況を闘査し

た。

a) 囮豚の HAI抗体価の推移

7 

生後 2ヶ月の幼豚 3頭を囮豚として種豚／‘

丸易より贈入した。これらを観察豚舎に収容

するに先だちHAI抗体を調査した処， 1

頭はHAI価 40倍であり，他の 2頭は 80

倍の抗体を保有していた。この抗体価は幼

豚の月令及び 5月と云う時期から，母体よ

り受けつがれたものと推定したが， 2-M

E処理によつて合～¼の低下が認められ丸
その後この 8頭の抗体の推移を 2週間毎に

採血調査した結果を，図 1'及び表 3に示

したごとくいづれも次第に抗体価の下

降が認められ， 7月には 10倍未満となり

9月下旬に至つても再上昇は認められなか

った。従つてこれらの囮豚は日脳ウイJレス

の感染を受けないで越夏Llc.こ己：判明口る

月 7月 8月 8月 9月 9月 9月

2 1 1 9 2 6 

1 7日 2.6日 7日 日 6日 日 日

-I  i-
I 

1が20<10 

<10 
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囮豚の H AI抗体及び 2 - M E感受性抗体の推移
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コガクアカイエカの発生調査結果

畜舎はコガクアカイエカの分布調査も考慮

して水田の近接している三ヶ所の場所を選定

した。畜舎の窓にはサラン綱を張り．更に水

田方向に面した窓に加藤式トラップを．又．

畜舎内には福留製ライトトラップを設置した

定期的に加藤式トラップの設圏方向を変え

又はライトトラップの使用時間を調整して侵

入蚊．脱出蚊及び舎内の活動蚊を捕獲すぺく

措置した。

=-=--

こ以上の方法t'Cより 6月から 9月下旬までの間．

毎週蚊の発生状態を観察し，図 2に示した如＜，

6月～ 9月までの 3ケ所のトラッブで捕獲したコ

ガクアカイエカは合計 25 3匹にすぎなかった。

初発生は 7月下旬に認められたが，トラツブの

最高捕獲数は 8月 6日仁井田畜舎で 54匹，次が

8月 13日外旭川の 35匹で図 2に示したように

8月初旬～中旬頃が一つの山となっている。その

後は次第に頻度が少くなり 9月下旬には一夜の捕

獲数は 10匹に達しなかったo又，他の一ヶ所新
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図 2

6
 

秋田市の気温の推移と，．囮豚畜舎内に於ける

コガクアカイエカの捕獲状況
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藤田畜舎では初発を 8月6日に認めその後 8月末

までに毎回数匹が捕獲されたのみであった。

考 察

日本脳炎の流行に先行して汚染コガクアカイエ

力が発生することが知られているが，秋田県に於

ける日脳患者は昭和 43年も 1名の発生も見られ

たかった。従つて本県では昭和 40年に疑似患者

1名の届出があったのを最後に今日まで一例も患

者発生が見られなかつたことになる。然しながら

昭和 40年以来我々の行なつて来た県内各地屠場

豚のHAI抗体調査から．日脳ウイ Iレスの伝播は

県内各地で行なわれていることが認められたo又

昨年の調査dでは県内在住者の間にHAI抗体保

有者が意外に多く，不顕性感染が起つていること

を報告した。本年も引続き県内各地屠場豚をはじ

め，囮豚を飼育して定期的採血により HAI抗体

の推移を餓察し，更に畜舎内に浸入するコガクア

カイエカを捕獲して日脳ウイ Iレスの伝播，浸淫の

状態を調査したが，本年はHAI抗体陽性豚及び

コガクアカイエカの出現は意外に少なかった。即

ち屠場豚のHAI抗体陽性は 8月下旬にはじめて

1頭の出現があったが 2-ME感受性抗体保有

（初感染）豚は 9月初旬にようやく 1頭が現われ

その後 9月下旬に 2頭， 10月初旬に 3頭と計 6

頭に過ぎなかつた。これは昨年同期2)に比較する

と1/8である。又コガクアカイエカの出現は昨

年より 2週間早い 7月下旬に捕獲が見られたとは

云え．その数は著しく少なかつた。これらの原因‘

として考え臼必ことは，コガクアカイエカの自然発

生に最も重要な関係を有すると云われる 25℃以

上の平均気湿を示した日数が本県では極めて少

く5)本年は 7月下旬と 8月上旬の 20日間にみら

れたにすぎなかった故と思われる。囮畜舎三ケ所

の内・仁井田，外旭川のニケ所に苓けるコガクア

カイエカ発生のピークは 8月 6日～ 8月13日に

一つの山が現われ，その後次第に発生頻度が少：

砂 9月下旬なt数匹を捕獲したにすぎなかつた。本

県では 8月中旬以後は朝夕急唸京しくなり一日の平

均気湿も次第に下降することから蚊の発生に及ぽ

●-・・6 J・-・ 

す影聾はあきらかであるo又，他の一ケ所新藤

田畜舎における発生は特に少なく，その原因は

衛生害虫駆除農薬散布が考えられる。即ち，同

地域水田には 6月末J:lHじ散布， 7月初旬， 7

月中旬 EPM散布が行なわれ， EPMの残効性

は 10日位もある。前記のニケ所においては衛

生害虫の駆除は全くなされず自然的気象に左右

されたものと考えられる。然し本県に於ける日

脳ウイルスの浸淫は屠場豚の検査で 8月下旬か

ら10月上旬までの間 2ME感受性抗体保有豚

が少数 (6頭）ながら出現したことからやはり

本県でも日脳ウイルスの浸淫があるものと考え

られる。

・総 括

昭和 40年より秋田県独自に日本脳炎ウイ Iレ

スの浸淫調査を行なつて来たが，昭和 43年に

も国として行なった日脳流行予測事業と合せて＇

主として屠場豚の HAI抗体調査及びコガタア

カイエカの発生動態を調査して次の結果を得た

1) 屠場豚による HAI抗体の保有調査の結

果 8月下旬にはじめて 1頭の出現が認めら

れ．その後 9月初旬に 2頭，下旬に 3頭，

1 0月初旬に 8頭の計 9頭のみであり，昨

年の保有率 25彩に対し本年は L3彩と極

めて少数であった。又 2-ME感受性抗体

保有数も 6頭に過ぎず昨年の 1/ 8であっ

た。

2) 秋田市近郊 3ケ所の地域で飼育した囮豚I;

についても，生後 2ヶ月の幼豚を 5月末か

ら9月下旬までの間銀察豚舎で飼育しなが

らHAI抗体及び 2-ME感受性抗体の推

移を調査したが，日脳ウイルス感染の証拠

が認められなかったo 、

8) コガタアカイエカの出現は昨年より 2週

間も早い 7月下旬に認められたが，捕獲数

は著しく少なく，図 2に示す如く 6月～ 9

月まで 3ケ所の囮畜舎内に設備したトラッ

プで捕獲した総数は 25 3匹に過ぎなかつ

た。これは蚊の発生に最も重要であるとさ
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れる平均気温 25℃~3  2℃の温度の日数が本県

に於ては非常に少なく，本年は 7月下旬～ 8月上

旬のわずか 20日間にすぎなかった。その後朝夕

急に涼しくなり一日の平均禍度も次第に下降して

9月にはいると 20℃以上の気温は稀れであった

このような自然的影暫や地域によつては農薬使

用によって殆んどコガタアカイエカの発生が見ら

れないなど，これらの諸条件が重なり本年度に於

ける本県の日脳ウイ lVス浸淫を少なからしめたも

のであろう。

稿を終るにあたり，屠場豚の採血については格

別の御援助をいただいた秋田保健所，横手保健所

本荘保健所，大館保筵所の担当各位に深認いたし

ます。
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